
ISA City Public Relations  2023.06.01　　2

身を守るために役立つ情報を活用しましょう！

避難判断のポイント！

梅雨・台風シーズン到来

災害に備える
　これから大雨や台風などの風水害が発生しやすい季節

となります。長雨により、土砂崩れや河川の氾濫など災

害の危険性も高まります。災害はいつ発生するか分かり

ません。日頃から災害に対して備えておきましょう。
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警報情報

１

伊佐市防災情報メール ＬＩＮＥ登録のご案内

伊佐市を友だち追加します。
ＬＩＮＥアプリからＱＲコードを

読み取り友だち追加します。

カメラに切り替わりますので、

左の[ＱＲコード]を読み取ります。

ＬＩＮＥに通知が届きます。
メッセージに記載された登録用ＵＲＬに

進みます。

１

利用規約に同意します。
利用規約をご確認の上、

「同意する」ボタンに進みます。

１
入力内容を確認し、登録します。
入力内容をご確認の上、｢登録｣ボタンに

進みます。登録完了画面が表示されたら

登録完了です。

ＬＩＮＥに登録完了の
通知が届きます。

友だち追加の画面に切り替わり

ます。「追加」を選択します。

ホーム画面から

友だち追加に

進みます。

[ＱＲコード]を

選択します。

登録情報変更・退会 ■配信カテゴリを変更したい

■退会したい

お問合せ先：伊佐市役所 総務課 電話：0995-23-1311 （内線 1118,1119）

LINEのブロック機能を使用して
退会することもできます。

ＬＩＮＥのトーク画面に何か文字を入力します。
登録情報の変更や退会の案内通知が届きますので、
通知のＵＲＬに進んでください。

追加

トーク

伊佐市

１

配信カテゴリを選択します。
受信しない配信カテゴリがある場合は、

チェックを外し、[確認画面へ]ボタンに

進みます。

戻る 確認画面へ

登録情報入力

災害情報

火災情報

災害情報

気象情報

一番下の[編集]ボタンに進みます。
登録内容編集画面が表示されるので、配信カテゴリ等を
変更して登録してください。

画面右上のメニューから
[登録解除へ]に進みます。
次の画面で[登録解除へ]
ボタンに進み、退会します。

伊佐市防災情報メール

登録内容

伊佐市防災情報メール

登録解除へ

ログアウト

〈伊佐市災害情報メール・ライン〉

※メールサービスの利用料は無料です。

携帯電話から次のURL に接続してください。

　▼PC ・ スマホ

　https://plus.sugumail.com/usr/isa-city

　▼フィーチャーフォン（ガラケー）

　https://m.sugumail.com/m/isa-city

LINE アプリから QR コードを読み

取り伊佐市を友だち追加します

登録しよう！まだの人は

メール登録の方法

ＬＩＮＥ登録の方法

　緊急情報を市民のみなさまにいち早くお知

らせするために、「伊佐市災害情報メール」を

配信しています。最新の気象情報や避難情報を

入手し、早めの行動を心がけましょう。メール

を受信するためには、　　　　　　　　 です。登録が必要

危険度を５段階に色分けして表示

雨による災害の危険度を地図上に
リアルタイムで表示

◀自分がいる場所の災害の

 危険度が地図上で確認で

 きます（10 分ごとに更新）。
（画像：気象庁より）

土砂災害・浸水害・洪水害の３種類

土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

今後の情報等に留意
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在宅避難

分散避難

指定避難

日頃から避難方法と避難場所を確認しておきましょう

安全に避難するために！

安全な場合は

自宅で避難

安全な親戚・知人宅へ避難

市が指定する避難所へ避難

避難所におけるマスク着用等の考え方
　マスクの着用は個人の判断に委ねることが

基本とされていますが、高齢者等重症化リス

クが高い人が多く避難する避難所では、感染

を防ぐためマスクの着用を推奨します。 

　また、避難所の運営責任者は感染対策上ま

たは避難所である施設の運営上の理由等によ

り、避難者または避難所の運営担当者等にマ

スクの着用を求めることを許容されています。

※消防庁国民保護・防災部防災課長通知（抜粋）

ハザードマップ

　避難方法は大きく分けて３つあります。災害や家族

の状況に応じて、避難方法を確認しておきましょう。

● 自宅周辺の災害危険度を把握

● 避難場所・経路などを確認

避難場所に到達するための避難経路は複数確保でき

ているか、また、どのタイミングでどこへ、どのよ

うに避難するか家族で確認しておきましょう。

自宅がある場所や周辺が、浸水想定

区域や土砂災害警戒区域等に含まれ

ているか、ハザードマップで確認し

ておきましょう。

災害種類 いつ どこへ どうやって

例：洪水 警報レベル３ 親戚の家へ 祖父母と車で

洪水

浸水

土砂

地区名 避難所

大口
  大口小学校体育館

  大口元気こころ館（多目的ホール）

大口東   大口東小学校体育館

牛尾   大口温泉高熊荘

山野
  山野基幹集落センター

  十曽フレンドハウス

山野西   山野西文化交流館

布計   布計地区多目的集会施設

平出水   平出水いなほ館

羽月

  羽月地区公民館

  ｅ－ Ga なんちゅう
  （旧大口南中学校）

羽月北   旧羽月北小学校体育館

羽月西   羽月西青少年センター

曽木   曽木小学校体育館

針持   針持青少年センター

菱刈

  菱刈ふるさといきがいセンター

  菱刈人権文化センター

  菱刈ひまわり館

  新川地区集落センター

田中   田中ふるさと館

本城   本城校区集会施設

湯之尾   湯之尾校区集会施設

南永   南永小学校体育館

市内全域
  大口元気こころ館

  まごし館

※福祉避難所は、特別な配慮を必要

　とする人が避難する場所です。

福祉
避難所

　一覧以外に各自治会が定めた避難所

等も避難場所になります。

　自治会指定避難所に避難した場合は、

自治会長から市役所に人員等の報告を

お願いします。

市指定の避難所
１

２

３

※１

※１ 大口ふれあいセンター閉館により避難所変更
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① 異常な天然現象（大雨等）で被災していること 

　 ※雨量等の基準があります

② 被害が事業費で 40 万円以上であること

③ 日常の維持管理が行われていること

④ 被災地の登記（現況）地目が農地（田・畑）及び

　 農業用施設（水路・道路等）であること

⑤ 農業用施設の場合、受益戸数が２戸以上であること

　地元からの連絡を受け、災害調査員（市職員）が現地調査を行います。

　 ※調査済の箇所には、  黄色の布  を表示。

　調査員の報告に基づき農政課職員が現地調査を行い、公共災害に該当するか判定します。

　 ● 公共災害に該当する場合　  →　現地に   赤色の布  を表示

　 ● 公共災害に該当しない場合　→　現地に   白色の布  を表示

　農地や農業用施設に災害が発生したら、次のとおり申請してください。

公共災害復旧事業として

国の補助事業に申請できる主な要件

　災害に該当した箇所（ 赤色の布  表示）は次のように申請してください。

　　「耕地災害復旧工事申請書」を農政課

　に提出してください。提出がないと、

　災害復旧事業の対象となりません。

　 申請書がある所

　 ◎市民課・総務課（大口庁舎）

　 ◎地域総務課・農政課（菱刈庁舎）

　 ◎各土地改良区

　 ◎各コミュニティ協議会事務局

　農地災害については、関係（受益）者

　の工事負担金が必要となります。

　※負担金は国の補助率により異なります。

1

2

3

4

小路　隆生 （第１分団里町班）

周防原　寛大 （第２分団諏訪班）

野口　陽平 （第２分団諏訪班）

山口　高志郎 （第４分団木ノ氏班）

岩元　隆幸 （第５分団山野自動車班）

池島　直矢 （第９分団曽木班）

山下　眞芳 （第９分団曽木班）

折小野　雄聖 （第 10 分団馬場班）

外木場　勇樹 （第 15 分団）

樫山　希望 （第 15 分団）

田中　悠斗 （第 15 分団）

丸山　ちひろ （女性分団）

大浦　美里 （女性分団）

　４月 23 日、伊佐市消防

団新入団員辞令交付式と規

律訓練が行われました。

今年度の新入団員は

次の方々です（敬称略）。

　５月 14 日、えびの市で「川内川上流地区水防演習

（訓練）」が行われました。演習には、えびの市、湧水町、

伊佐市の水防団ほか、国土交通省などの多くの関係機

関が参加し、堤防の決壊を防ぐ「土のう積み工」など

の工法を実践して学びました。

地域防災の要として

重要な役割を担う消防団
消火活動や防火・防災活動のほか、
地域の安心安全を守る活動をしています。

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎２３－１３１１　　　１１１８内線

申請・問い合わせ先　農政課耕地係（菱刈庁舎）　☎２３－１３１１　　　２２５１　内線

該当したかは、当事者が

現地確認をしてください。

耕地災害 耕地災害 が が 発生 発生 したらしたら耕地災害 耕地災害 が が 発生 発生 したらしたら ・・・・・・

もし

使命感に燃える新入消防団員

水害に備えた実践的な訓練


